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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。

＜議事内容＞

1． 褥創発生者の確認
・15：30～小向AOM、委員長、栄養で病院のラウンドを実施しています。
・平賀IOOより～褥瘡発生患者様報告メールに発生時のデザインRの点数(各項目ごと)を追加してください。
・小向AOMより～稟議書の決済が下り、病院　南病棟に体交用クッションが納品されています。
＜東病棟＞

・見付　幸一様～➀仙骨部36→44点。
　　　　　　　　②左大転子部16→30点　
12/2死亡退院
・藤井　孝蔵様～➀仙骨部16点　イソジンシュガーパスタ+ソフラチュール+エアウォール保護
　　　　　　　　食事CZ-Hi　7P/日　経口摂取（3-2-2）

· 上野　正志様～仙骨部　14点
　　　　　　　　　11/19　南病棟に転出
· 稲荷　幸七様～左臀部　16→10点　ゲンタマイシン+イソジンシュガー+ガーゼ保護

　　　　　　　　　経管栄養CZ-Hi　3P/日（1-1-1）

　　　　　　　　
・尾崎　栄子様～11/14発生
　　　　　　　①仙骨部　14→19点　アズノール軟膏+エアウォール保護
　　　　　　　②左大転子部　17→21点　アズノール軟膏+エアウォール保護
　　　　　　　③右大転子部　16点　ブロメライン軟膏+ソフラチュール+エアウォール保護
　　　　　　　経管栄養CZ-Hi　3P/日（1-1-1）

　　　　　　　　

現在褥瘡者　　3名
＜南病棟＞

・細越　勝男様～9/28東病棟より転入→11/26死亡退院

仙骨部9点→14点壊死組織あり、ポケットなし。

ブロメライン+ゲンタマイシン+ガーゼ保護

食事：ハーフ食全粥、キザミ　全量摂取

・荒屋敷　ゆみ様～R1.9.25発生　右外踝　14点→　9点　→11/18死亡退院

アズノール+ラップ保護

　　　　　　　　　食事：粥（ハーフ）キザミ　メイバランスミニ　1-2-1　全量摂取

・山田　りつ様～R1.10.3　発生　右臀部13点→6点→　11/19治癒

　　　　　　　　アズノール+ラップ保護

　　　　　　　　食事：ミキサー（ハーフ）ミキサー　エプリッチ1/3-1/3-1/3　全量摂取

・大橋　ミツ様～R1.10.3　右足背　発生　29点→21点→11/6死亡退院

大局面はソフラチュール+ゲンタマイシン軟膏。

小局面はゲンタマイシン軟膏。

ニコチンアミド酸（5g）3P　3×ndE　処方

ソフラチュール処方

　　　　　　　　R1.10.3　仙骨部　発生　12点→11点　　アズノール+ラップ保護

R1.10.3　右臀部　発生　12点→11点　　アズノール+ラップ保護

　　　　　　　　R1.10.3　左臀部　発生　12点→11点　　アズノール+ラップ保護

血糖測定4検　血糖値は200㎎/dl以下で経過。

食事：経管栄養　インスロー　2-2-1

・馬場　英世様～R1.11.25　仙骨部　発生　9点　　アズノール+ラップ保護　　　　　

R1.11.25右臀部　発生　6点　　　アズノール+ラップ保護

　　　　　　　　食事：粥・キザミ（ハーフ食）メイバランスミニ　1-2-1　全量摂取

・瀧又　富造様～R1.11.19　臀部　発生　13点ゲーベン軟膏+ラップ保護

　　　　　　　　食事：常食・常菜（普通盛り）全量摂取
現在褥瘡者　　2名
＜西病棟＞

・船田　泰子様：右大転子部

　　　　　　　アズノール＋ゲンタマイシン軟膏塗布、ガーゼ保護

　　　　　　　DESIN-R＝6点
現在褥瘡者　　1名
＜北病棟＞

現在褥瘡なし

＜南山苑＞

・柳杭田　かつ子様　　①H31.3.4発生　　　背部⇒15点

　　　　　　　　　　良性肉芽50%以上90％以未満。ポケットなし。

　　　　　　　　　　イソジンシュガー+ガーゼ保護+テーピング療法
食事経管栄養　朝CZ2－昼MA1－夕MA2

②R元.5.8発生　　　左肩⇒0点　R1.11.13治癒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・沼畑　すみ子様　　　①R1.6.5持ち込み　　仙骨部⇒11点

　　　　　　　　　　良性肉芽90％以上。ポケットあり。

　　　　　　　　　　フラセチンパウダー+ガーゼ保護+テーピング療法
②R1.6.5持ち込み　　右大転子部⇒11点

　　　　　　　　　　　良性肉芽90％以上。ポケットあり。

　　　　　　　　　　　フラセチンパウダー+ガーゼ保護+テーピング療法

　　　　　　　　　　　食事　全粥　極キザミ　20単位　減塩食6gほぼ全量摂取。

・若宮　貴美子様　　　①R1.10.21発生　　左腸骨部⇒0点　R1.11.13治癒
　　　　　　　　
　現在褥瘡者　　2名
＜南寿の里＞

現在褥瘡なし

＜南風苑＞

・佐藤　ソメ様～11/21発生　平山皮膚科受診
①右臀部

②左大転子部

③右踵及び内足部

1週目はゲーベンクリーム+ガーゼ保護

2週目ユーパスタ・ソルベース混合剤と亜鉛華・ワセリン・アズノール混合剤＋ガーゼ保護。
現在褥瘡者　　1名
次回の委員会は令和2年1月7日16:00～病院2階会議室で開催予定。（議事録：福士直子さん）
南山苑の褥瘡者のラウンド実施予定です。
